
ロ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

後
漢
と
ロ
ー
マ
帝
国
を

結
ん
だ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

漢
王
朝
が
再
興
し
、

西
域
支
配
に
も
乗
り
出
す

２５
年
、
れ
の
丑
恭
を
倒
し
た
光
詳
前
に
よ
っ

て
再
び
漢
王
朝

（後
漢
）
が
建
て
ら
れ
た
。
光
武

帝
は
外
戚
や
宦
官
の
力
を
抑
制
し
、
儒
教
に
よ

る
政
治
を
推
進
し
た
。

１
世
紀
末
、
後
漢
は
外
征
に
力
を
入
れ
、
西

域
都
護
と
し
て
班
超
を
派
遣
し
て
匈
奴
を
討
伐

し
、
西
域
支
配
に
あ
た
ら
せ
た
。

中
国
と
西
ア
ジ
ア
、
地
中
海
地
方
を
結
ぶ
「
オ

ア
シ
ス
の
道
」
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
点
在
す
る
オ

ア
シ
ス
の
都
市
を
経
由
し
、
ロ
ー
マ
で
珍
重
さ
れ

た
中
国
の
絹
を
運
ぶ
重
要
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
た

め
ジ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
一理
渓
の
武
帝
の
西
域
進
出
、

後
漢
の
西
域
支
配
な
ど
を
通
じ
て
次
第
に
整
備

さ
れ
、
東
か
ら
絹
や
工
芸
品
、
西
か
ら
は
宝
石
、

ガ
ラ
ス
器
、
貴
金
属
な
ど
が
運
ば
れ
る
東
西
文

明
の
交
流
に
お
け
る
幹
線
と
な
っ
た
。
仏
教

Ｆ

３５
参
照
）
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
ネヽ
ス
ト
リ
ウ
ス
派

キ
リ
ス
ト
教
も
こ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
伝
播
し

て
い
る
。

東
西
両
大
国
が
互
い
に
使
者
を

送
り
合
う
交
流
が
生
ま
れ
る

西
域
支
配
に
あ
た
っ
た
班
超
は
西
域
の
５０
余

国
を
服
属
さ
せ
、
ンヽ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
大
部
分
を
制

す
る
と
と
も
に
、
部
下
の
甘
英
を
大
秦
国
（ロ
ー

マ
帝
国
）
に
送
っ
た
。
甘
英
は
ロ
ー
マ
に
い
た
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
西
ア
ジ
ア
の
事
情
が
中
国
に

伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
当
時
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
ロ
ー
マ
帝

国
，

３０
参
照
）
か
ら
も
漢
へ
の
使
者
が
送
ら
れ
、

１
６
６
年
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
マ
ル
ク
ス
＝
ア
ウ

レ
リ
ウ
ス
（中
国
名
で
は
安
敦
）
の
使
者
が
海
路

で
後
漢
の
版
図
と
な
っ
て
い
た
日
南

（ベ
ト
ナ
ム

中
部
）
に
達
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
が
東
方
の

物
品
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
海
上
交
易
が
活
発

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
日
―
マ
帝
国
の
金
貨
が

ア
ジ
ア
各
地
で
出
土
し
て
い
る
。

東
西
貿
易
の
拠
点

オ
ア
シ
ス
の
都
市

中
央
ア
ジ
ア
の
高
山
地
帯
の
ふ
も
と
に
は
、

各
地
に
雪
ど
け
水
を
た
た
え
る
オ
ア
シ
ス
が
あ

り
、
灌
漑
に
よ
る
農
業
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
東

西
の
交
易
の
重
要
な
拠
点
と
も
な
っ
て
い
た
。

こ
の
オ
ア
シ
ス
地
帯
に
は
、
西
方
か
ら
イ
ラ
ン

系
の
ソ
グ
ド
人
が
移
住
し
、
オ
ア
シ
ス
の
道
の

要
所
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
中
心
に
、
各
地
域
に
都

市
国
家
を
形
成
し
た
。　
一
方
、
家
畜
を
放
牧
し

つ
つ
各
地
を
移
動
し
な
が
ら
生
活
す
る
遊
牧
民

は
、
騎
馬
戦
用
の
武
器
や
馬
具
に
優
れ
、
強
大

な
軍
事
力
を
も
つ
が
、
十
分
な
食
料
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
オ
ア
シ
ス
の
都
市
国
家

と
結
び
つ
き
、
の
ち
に
経
済
力
と
軍
事
力
を
も

つ
遊
牧
民
国
家
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
秦
の
中
国
支
配
シ
ス
テ
ム
四
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

ナ /
ヘカトンピロス サマルカンド

1～3世紀のシルクロード

□―マヘの使者

西域都護の班超は

部下の甘英を大秦

国 (□ ―マ帝国)ヘ
派遣。シリアまでた

どりついた。

王
芥
に
減
ぼ
さ
れ
た
漢
だ
が
、

光
武
帝
に
よ
っ
て
復
活
す
る
。

漢
の
西
域
進
出
に
よ
っ
て

東
西
世
界
の
交
流
が
さ
か
ん
と
な
る
。

‐ ヵ

ス

ピ

海

玉
門
関

25～ 220年

光武帝が王芥の新を滅

ぼし、漢を再興。匈奴の

討伐や、班超の西域経営

など積極的に対外進出を

計
・ ‐

‐
‐

。日南

醜 恥

倭
(弥生時代)

束の都、洛陽

後漢の都。黄河中流に

あり、類 の要衝だつた。

・〆

ンシど >班

-3に熟 “一斬帷
“‐“海上交易路   O 主な中継都市

草原の道

シルクロードの北側の草原地帯の東

西に貫く交通路。この道を通つて、

馬具を発明したスキタイなどの遊牧

騎馬民族の文化が伝わつた。

漢の西域支配

西域支配の拠点として西域都護

府という出先機関を置いた。西

域都護はその長官。

ご
ド
デヽ

オアシスの道
(シルクロード)

中央アジアのオアシスの都

市をたどつて東西を結ぶ道。

交易をする隊商が通つた。

ベンガル湾
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